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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 20 世紀美術におけるプリミティヴィズムは主として西洋美術の文脈で論じられてきたが、本論文は、日本
を、西洋、「プリミティヴ」とみなされた地域とは別の第三極として位置づけ、その位置から発信された「プ
リミティヴ」なものをめぐる言説が、第二次世界大戦を分水嶺として転換するありようを明らかにした画期的
かつ意欲的な研究である。著者は、雑誌・新聞記事、美術批評、展覧会図録、著作等の膨大な資料から「プリ
ミティヴ」なものへの志向に関する言説を発掘して分析し、その言説を当時の政治社会的な諸動向とも関係づ
け、さらに芸術作品とも照合しながら詳細に論じ、言説を通して見えてくる、戦前・戦後の日本美術のダイナ
ミックな動きを追跡した。 
 質疑応答では以下の点が議論された。第二次世界大戦を日本のプリミティヴィズムに関わる言説の転換点と
して捉えたことにより、言説の動向が明示されたが、一方で「新しい日本」の創生の影に隠された問題もある。
敗戦を経て日本人の民族的アイデンティティや文化観・歴史観・国家観・政治観は大きな転換を迎えるが、そ
れに伴い「プリミティヴ」なものに対する態度も変化している。しかしそこには断絶のみならず継続している
部分も当然あろう。そうした変化や継続の仕方も、問題として提起されなければならない。各言説が日本美術
界・思想界においてどのような立場から発信されたのかをより明確にマッピングすることにより、それぞれの
言説に反映された社会的変化や言説が生み出されたネットワークの存在も浮かび上がる。これらの指摘はいず
れも本論文にとって重要な課題である。しかしながら、西洋発のプリミティヴィズムを日本から再考し、これ
までの研究の見直しを迫った本論文の意義は強調してもしすぎることはない。日本美術における「プリミティ
ヴ」なものへの志向の言説研究を、日本美術史、民族芸術研究、展覧会史、さらにはプリミティヴィズム研究
にも位置付けた本論文の研究成果を高く評価したい。 
 
２ 最終試験 
 令和２年１月２０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文
について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合格
と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。 
